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日程 議          題 

第１ 議     題 

 

（１） 会議録の承認について（５／２４保留分、８

／２３） 

（２） 社会教育関係団体補助金提言の見直しについ
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開会 午前１０時００分 

 

 

笹井議長    皆さんおはようございます。定刻になりましたので、令和６年度

第５回社会教育委員の会議を始めます。 

 本日は、榎本委員が所用でちょっと遅れるという話でございます

ので、このメンバーで始めたいと思います。 

 初めに、事務局のほうから資料の御説明をお願いいたします。 

 

倉澤生涯学習係長 事務局より御説明いたします。 

 本日の次第と、次第の２番にございます資料１から６までと、委

員の皆様のみにお配りしているものとして、「月刊こうみんかん」

の９月号、１０月号と「とうきょうの地域教育」№１５２をお配り

おります。不足しているものはございませんでしょうか。 

 事務局よりは以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。もし何か足りない部分がありましたら、

御指摘いただきたいと思います。 

 では、まず議題の１番目、会議録の承認についてであります。 

 事務局からお願いいたします。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。改めまして、おはようございます。本日は

よろしくお願いいたします。 

 大変恐縮でございます。この部屋が、本庁舎と別の部屋でござい

まして、１２時きっかりには、撤収も含めて、部屋を出なくてはい

けないものですから、１１時４５分ぐらいまでに会議を終えていた

だければと思ってございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の関係でございます。 

 会議録の関係で、本日、資料１－１及び１－２を御用意させてい

ただきました。１－１につきましては５月２４日開催分、１－２に

つきましては８月２３日の開催分となってございます。 

 ５月２４日の分につきましては、前回の委員会の中でちょっと不

手際がございまして、私と坂野委員のほうで調整させていただきま

したので、この結果につきまして、坂野委員より御説明いただきた

いと思ってございます。結果、問題なければ、本日、承認をさせて
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いただきたいと考えてございます。 

 他方、８月２３日分の資料１－２につきましては、事前に皆様の

ほうに修正したものを御送付してございます。本日、この場で御確

認をいただきまして、よろしければ、５月２４日分と併せてホーム

ページ等で公開をさせていただきたいと考えてございます。 

 御審査をよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 では、坂野さん、どうぞ。 

 

坂野委員    坂野でございます。前々回の５月２４日の分ですが、８ページに、

上のほうで私がしゃべっております。この部分を修正いたしました。

９月１３日に三浦課長と相談しまして、こちらの最終稿のこの表現

が私の言いたいことを的確に伝えるものであるということで、この

ようにいたしました。以上、説明を終わります。 

 また、この機会を借りまして、前回、２０分超ほど、この件でい

ろいろ議論しまして、時間を割いてしまいました。謝罪いたします。

申し訳ございませんでした。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 それでは、まず、１番目の議事録のほうについては、これでよろ

しいということで御確認いただけますか。 

 

坂野委員    前回分です。今、５月２４日分が……。 

 

笹井議長    ２４日分という話で……。 

 

坂野委員    ５月２４日は言いました。８月２３日について、確認したい点が

あるんですが、よろしいですか。 

 

笹井議長    はい。まず、それは、５月２４日分はいいですよね。 

 

坂野委員    こちらは大丈夫です。 
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笹井議長    了解しました。 

 続いて、８月分をどうぞ。 

 

坂野委員    よろしいですか。ちょっと確認させてください。 

 その前に、金澤さん、この議事録を、御自分の分を全てチェック

されましたか。 

 

金澤委員    ８月２３日……。 

 

坂野委員    ２４日分、はい。 

 

金澤委員    ８月２３日。 

 

坂野委員    ２３日ですね、はい。 

 

金澤委員    ２３日、もちろんです。 

 

坂野委員    それから、森本さん、８月２３日分、チェックされましたか。 

 

森本委員    はい。 

 

坂野委員    分かりました。 

 それで、８月２３日の２２ページで、名前で言いますと、笹井議

長の次に、金澤委員というのがあります。「９ページぐらいまでの

大きな枠組みの中の評価というのは一旦おいて」云々と、それが１

２行ぐらいありますけど、その後の森本委員の「今金澤さんがおっ

しゃったとおりだと思います」と、その部分なんですが、「９ペー

ジぐらいまでの大きな枠組みの中の評価」云々という１２行は、こ

れは北澤さんがしゃべりましたよね。 

 

北澤委員    すみません、ちょっと私も、自分の名前のところしかチェックし

ていなかったので。 

 

坂野委員    そうですよね。金澤さんと書いてあるので、チェックされていな
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いと思うんですが、この言い方、それから、内容からいって、私、

全部じゃないですけど覚えているんですけれども、これは北澤さん

の発言ですね。 

 

北澤委員    多分、それは、事務局にちょっと確認していただいたほうがいい

かなと思うんですけれども。 

 

倉澤生涯学習係長 事務局です。申し訳ございませんが、今は音声を持ち合わせて

おりません。 

 

三浦生涯学習課長 事務局です。２２ページの金澤委員の発言となっているところ

でございますが、テープの声を聞いてみると男性の声でございまし

たので、ちょっと速記会社のほうで間違えちゃったかなと思ってご

ざいます。 

 大変申し訳ありません。副議長のほうでもこのところを確認いた

だいたということなんですが、ちょっと発言そのものが、速記会社

のほうで間違えてしまった関係があるかもしれませんので、ここは

多分、北澤委員の御発言だと思います。 

 事務局からは以上でございます。 

 

坂野委員    坂野です。この解決に向けてなんですが、実は私、ここをわざわ

ざ探して聴いたのではないんですけれども、先週ちょっと都合があ

って、録音を聴きました時に偶然、北澤さんの声にぶつかって、そ

の記載はどこだろうと探していたら、見つからなかったので気づき

ました。したがって、金澤さんは今、全部御確認なさったというの

は、これは違いますね。内容からいっても、口調からいっても、金

澤さんのではないんです。 

 

金澤委員    何か、あの……。 

 

坂野委員    ここをちょっとチェックされていないということは、ほかにもた

くさんあるのではないかと。速記会社が間違っているのがあるので

はないか、それが心配なんです、過去に遡って。 

 それで、そこの点は、お二人で録音を聴いて解決していただけれ

ばいいんですが、問題は森本さんのところなんです。次の行、「今
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金澤さんがおっしゃったとおりだと思います」、というのは不思議

な発言ですよね。非常に不思議で、これも私、テープで聴いてみま

したが、森本さんはいつものようにクリアな声で「今北澤さんがお

っしゃったとおりと思います」とおっしゃっていました。いうこと

で、「北澤さん」とはっきり言っているのが、記載では「金澤さん」

になっている。これは間違いにしてはかなり高度な間違いなので、

わざと間違えたので、ほかの部分もこれがあるんじゃないかという

ことをちょっと心配しました。 

 解決方法は、すみませんが、お三方で録音のこの部分だけ聴いて

いただいて、解決策はいろいろあります。実は、名前を出すとかい

ろいろあるんですけれども、それをちょっと決めていただけません

か。それを最終稿としたいと思います。ここを見直すまで分かりま

せんので、この部分について、ちょっと保留させていただければと。 

 それと、金澤さん、すみませんが、もう一度全部、御自分の発言

を見直していただけませんか。私が偶然見たのは、この箇所だけな

んですよ。北澤さんの声で見つけただけなので、あと違っているか

どうかも分かりません。違ってないかもしれません。できれば過去

分に遡って見てほしいんです。したがって、皆さんチェックされる

ときには、しっかりチェックしていただければと思います。 

 以上で、私の意見は、８月２３日分はそういう大きなミスがあり

ますので、保留にしたいと思います。 

 保留にした後、私のように一回置いてしまうと、とんでもない期

間空いて、情報公開の支障邪魔になりますので、笹井議長がよろし

ければ、皆さんの意見を取って、メールで確認お願いしたいんです。

メールで、皆さん、お三方が確認を終わった後、こうすると決めて

いただいて、ほかに御意見がなければ、それでもって承認されたと

いうことで、事務局のほうに公開をお願いするという手順にしたい

と思いますが、いかがですか。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 ただいまの坂野委員の御提案ですけれども、三者でちょっと話を

していただいて、最終的には、私のほうからメールを出させてもら

って、こうなりましたということで報告して、それをもって承認に

したいということだと思いますけれども、それでよろしいですか。 
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（「はい」の声あり） 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 

三浦生涯学習課長 事務局です。度々すみません。金澤委員の御発言だと思ったん

ですけれども、大変申し訳ありませんでした。事務局の不手際でご

ざいます。大変申し訳ございません。以後、気をつけます。 

 

笹井議長    金澤さんと北澤さんで、「澤」がつく。 

 

三浦生涯学習課長 申しわけありませんでした。気をつけます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 それでは、次の議題です。２番目で、社会教育関係団体補助金提

言の見直しについてであります。 

 これにつきましても、事務局からお願いいたします。 

 

三浦生涯学習課長 この件につきましては、坂野委員から御提案があると伺ってご

ざいますので、先に、坂野委員から御説明いただいてはいかがかな

と思いますが、いかがでしょうか。 

 

笹井議長    では、坂野委員、お願いします。 

 

坂野委員    坂野です。 

 前回申しましたように、もともとのきかっけは、５月２４日の会

議で、既にこの議題は確定であったものの、議論を始めてみると予

算が足りないというのが論点で、議長、副議長のほうで事前全然詰

められていなかったので驚いたということです。しかも、こういう

かつての提言があることに全然言及されていなかったので、今後、

補助金の交付について手順を固めるためにどうしたらいいか議論

したいという提案です。 

 この提言なんですけれども、これは前回ちょっと言いましたが、

小委員会で検討するのはどうですか。この件は議長が預かっておら

れると思います。そういった補助金交付手順の話をしたいというこ
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とと、あと補助金の中身の話をしたいということです。今日の資料

の中には、過去の提言書のコピーは入っていませんよね。提言を読

み込むという手順を経て、それから中身再検討の議論ということに

なろうかと思います。 

 今日のところは、まず今回の見直しをどういう手順で進めていく

か、小委員会を開催できるのかどうか等を含めて、まず議長のほう

から、そこら辺の経緯、御提案があればお聞きしたいと思います。 

 

笹井議長    前回のときに、たしか御提案いただいて、いろいろと分かりまし

た。予算とかタイミングとかの問題もあるので、前回のときには決

定をしなくて、ちょっと保留みたいな形にさせていただいて、その

辺は、事務局、予算は行政が預かっているものなので、今回も提案

していただいたところです。そういうことで、どういう形になって

いるかというのは、課長のほうからお願いします。 

 

三浦生涯学習課長 事務局でございます。今日は予算の関係も含めて、若干、御説

明をさせていただきます。 

 現在、令和７年度の予算編成の大詰めを迎えてございまして、来

年度につきましては、第５次生涯学習計画の策定に向けて、通常の

会議に加えて、小委員会、作業部会とも申しましょうか、を開催す

るための予算要求を行ってまいりたいと考えているところでござ

います。 

 実際のところ、予算措置がかなうか否かにつきましては、市全体

の予算編成を踏まえた中で、財政当局の判断となりますけれども、

従前の例で申し上げますと、過去、計画を策定する際には、小委員

会を設置した事例がございますので、かなり私どものほうも期待を

持って、予算の折衝にはチャレンジしてまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 この中で、仮に、令和７年度以降、小委員会の設置が認められれ

ば、現在の御提案、さきの御提案につきましては、この提言の見直

しも含めて、御議論いただくことは可能と考えてございますが、最

終的な結論につきましては、もう少し先にいった会議の中でお願い

したいと考えているところでございます。 

 他方、令和６年度につきましては、小委員会をこれから設置する

ということに関しまして、もう既に下半期に入っている現状もござ
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いますので、改めて小委員会設置、運営するための予算措置という

ことは、なかなか難しいのではないかなというふうに考えるところ

が、事務局の正直な感想でございます。 

 私からは以上でございます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 どうですか、坂野さん。 

 

坂野委員    提案があります。今の三浦課長のお話、よく分かりました、予算

の関係で。ただ、この提言書は、読み込むのに時間がかかります。

今、手を挙げていただいてもいいんですが、９月中旬に三浦課長か

らメールで皆様に転送されていると思いますが、これを読み込んだ

方、手を挙げていただけますか。 

 

笹井議長    読み込んだというのは、前の提言……。 

 

坂野委員    提言書です、はい。 

 それから、まだ読み込まれていない方、手を挙げていただけます

か。読み込んでいない方。 

 

金澤委員    一応、一通りは見ましたけど、読み込んだと言われると、分から

ない。 

 

坂野委員    もう一度お聞きします。まだ読み込んだとは言えない方、手を挙

げていただけますか。 

 

國分委員    言えない。 

 

坂野委員    分かりました。言えないですか。 

 そうすると、この提言書は教育委員会宛てに出している、しかも、

署名者の委員を見たら分かるとおり、２期に跨って時間をかけてや

っているわけですね。それを今回は１回や２回で済ませるわけには

いかないわけです。三浦課長のお話はよく分かりますので、今、我々

が非公式でやっています小委員会準備会合、これを使いたいという

ことですね。 
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 ただ、これについては、笹井議長のほうからメールで、勝手なこ

とをまとめずにやっているというメールがありましたので、まずこ

れに議長、副議長は入っていただきたいということです、ちょっと

時間を取って。私の方から既にメールを送っているんですけど、ま

ず、これをある程度読み込んで、その後、問題点を明らかにする、

提言骨子まで固めるというところまでやる、これは御説明しますが、

というところまでやりたい。これには２回かかります。１時間か２

時間ぐらいかかると思いますね。そういうところを非公開でとにか

くやっておきたい。さもないと来年は、盆と正月、クリスマスのよ

うな忙しさが一緒に来ます。生涯学習計画第５次策定が出てきて、

連絡協議会の会長市になるわけです。これらに乗っかって３つが同

時に本当に進むんです。小委員会をもし仮に開くとしても、従来の

年間４回では足りません。倍の８回必要になります。そうすると予

算手当も、どうされるか知りませんけれども、倍要ります。ちょっ

と大変な状況になるんですよ。 

 今年できる補助金交付の方向の見直しの部分については、今とに

かく進めておきたいと思います。検討は４段階でいいと思いますが、

最低２段階は今、進めておいてという提案です。もう一度繰り返し

ますと、我々の間で小委員会準備会合と言っております非公式で、

当然、無報酬であっても、見直しについての会合を開催したいとい

うことでございます。いかがでしょうか。 

 

笹井議長    僕もそのメンバーに入っていて、実際に坂野さんの御提案という

か、御報告のあった、前の提言書というのは読んではいるんですね。

だから、つまらないことをやっているんじゃないかという、そうい

うつもりは、言ったこともないし、書いたこともないと私は思いま

すが、一応、非公式であるというのが、任意の組織だし、皆さんそ

れぞれ御都合があって、参加する、参加しないというのは、基本的

には自由な話だと思います。それでどこまでできるかというのはあ

ろうかと思いますけれども、こういうやり方について、事務局、課

長のほうはどういうふうにお考えになりますか。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。まず、小委員会というか、議論の仕方なん

ですけれども、何と申しましょうか、予算措置がないという前提で、

先ほどお話をさせていただいたところなんですが、報酬、謝礼を支
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払うことによって正式な委員会かどうかというところは、ちょっと

観点が違うかなというふうに思うんですけれども、やはり行政とす

ると、一定の報酬をお支払いする上で御検討いただくというのが筋

かなと思ってございます。ですので、今、皆さんがやっていらっし

ゃる自主的な勉強会ですかね、この中で御議論いただくことを、行

政として止めるものではないですが、それが本体の議論としてフィ

ードバックされるというところには、ちょっと違和感を感じるかな

と思います。 

 

笹井議長    ほかの委員の皆さんはどうお考えですか。伊藤さん、どうですか。 

 

伊藤委員    伊藤です。いつも自主勉強会という言い方をさせていただいてい

ますが、知らないことがたくさんあるので、いろんなことを教えて

いただくのはすごく勉強にもなるし、それを独りでゼロから調べる

というのは、とてもとても難しいことなので、本当にいろんなこと

を知っている方々からいろんなことを伺っているのは、すごく勉強

になっていいなと思っております。なので、感謝しております。 

 確かに、だからそこで何かを決めて、ここで、そのまま持ってく

るというよりも、そこで勉強したことをうまく会議で生かせるよう

になったらいいなと思います。 

 

笹井議長    ほかにどうでしょうか。 

 國分さん、どうぞ。 

 

國分委員    同じような意見です。本当に知らないことが多いので、やっぱり

そういう機会がないと、ここにすぐ来て議論というのが、ついてい

けなかったりしていますので、非公式とはいえ、必要だなとは思っ

ていまして、事務局の、それをそのままフィードバックすることに

違和感があるというのも分かりますが、私たちの中で、何か反すう

してというか、それでここに臨むに関しては、別に問題ないと思い

ますし、むしろ必要かなと。 

 

笹井議長    順番に、森本さん。 

 

森本委員    森本でございます。よろしくお願いします。 
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社会教育委員として５年目になります。私はいろいろな会議に参

加する環境にはありますが、この会議は資料も多く、そんなに事前

に渡されて読んでいるわけではないので、スピード感があってとも

かくあたふたと１,２年目はしていました。私にとってはそんな感

じでした。能力の問題もあると思いますが、そうでない方もいるか

もしれないけれども、私にとってはそんなことでした。 

 ３年、４年目も、これを策定するためのというところでも、社会

教育委員として、こういう資料をもってこのようなことをするとい

う枠組みも、何のそういう説明とかもなくて、会議、会議、会議で

来ていますから、分からなかったですね。 

 やっと１年前ぐらいでしょうか、こういうことをやるのだ。読ん

でおかなくてはいけないとか、それから、これに対しては何を調べ

ればいいかとか、どういうことになっていくのかなというか、本当

にそんな世界でした。小委員会がどうかといいますと、私は最初か

ら小委員会に入れていただきました。そこでは、私たちのメンバー

の方よりは先に、次の社会教育委員の会議の内容について知ること

ができる立場にはありました。 

 それは、小委員会でのことは勉強になりました。復習であったり、

予習であったりということですから、そういうことで、小委員会は

つくってほしいな、でも、今のお話の流れで、予算とか時期の問題

は無理だというのも分かりましたけれども、さて、つくって、小委

員会じゃなくて、自主に集まるということはどうかというと、それ

は、今のような、私自身が３年ぐらいこんなことをやっていたのを

思えば、やっぱりそういう勉強を自主的にもやるべきであろうし、

それのサポートは、市のほうのいろんなものが入っているのならも

っといいと思うんですけれども、今回のお話で、どうしましょうと

いうことであると、半年というか、今期ですね。だから、次の年は

ぜひやってほしい、小委員会というのを予算化してよと。予算はな

くてもいいと思っているぐらいですけれども、勉強の場は欲しいと

思います。 

 そうしませんと非常に、自分のものを読んでいても、議事録を、

ほかの方のものを見ても、こっちの話じゃないでしょうみたいなと

ころもあるとか、いろいろ十分でないなというのは、事前の勉強が

できていないということは大きいと思っています。ですから、事前

の勉強をできる機会としては、やっぱり小委員会でなければ、そこ
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で話したことが、公式の場で、こういう場で言ってはいけないかと

いうと、そんなことはないと思うんです。というのは、個人の集ま

りですから、それを発言されたものをどう取るかというのは、そこ

の会議の個人の問題だから、個人の問題として扱ってもらえて、い

ろんなところに反映してくれるといいのかなと、そんなイメージで

す。 

 

笹井議長    分かりました。ありがとうございます。 

 すみません、小林さん。 

 

小林委員    やはり社会教育とは学び合いだと思いますので、そこに強制が入

ってしまうと、それはそれで、社会教育の精神からちょっと外れる

なというところがあって、そもそも何のためにやるかというところ

もありますので、前期のものを見ていると、ちょっとレベルという

か、皆さんそれぞれの観点をお持ちなんですけれども、その観点と

観点を結び合わせて、どうしていったらいいのかというところまで

は、どうも行き着かなかった気が、前回の委員の皆さんの議論、議

事録を見ていると思うので、少しそれぞれの観点をぶつけ合ったり、

共有し合ったりというところで、全体としての社会教育はどうなん

だろうと考えるきっかけにはなるかなというので、いわゆる会議の

下地づくりというか、土壌づくりというか、そういった意味での自

主的な勉強会なのかなと。 

 私は自主勉というふうに言っていたんですけれども、そのために

自分も、もともと契約しちゃっているＺｏｏｍですので、幾ら使っ

てもただですので、それはそれでいいのかなというふうに思ってい

ます。 

 ただ、やったことに関して、ではそれが正式なものかという話に

なると、そこは議論が分かれてくるので、ただ、それぞれが勉強し

て、会議に臨むための準備をするという意味合いでのものとしては、

ありなのかなという気はしているので、今度、読み込む、読み込ま

ないという話が出ていましたけど、どこかのタイミングで、それは

ちょっとやった上で、会議でいろいろやってみるという形で、出ら

れない方は本番の会議で言っていただければいいという形で、そう

思っています。 

 小林でした。 
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笹井議長    ありがとうございました。 

 では、こちらに行って、榎本さん、どうですか。 

 

榎本委員    榎本です。今日はちょっと遅れて来ました。ごめんなさい。 

 今の話ですけれども、小委員会を設置するかどうかという話なん

ですが、実際、僕の感じから言いますと、誰がやるのという感じで

すね。自分の時間をしっかり使って、誰がやるの、その成果はどう

なるのというのは、実を言うと、ちょっと見えていないということ

ですね。 

 それも、前回も前々回も言いましたけど、役割分担が見えていな

い、多過ぎると、ずっと思うんですね。何を注目して、私たち、僕、

榎本がこの会議に出て、どういう点に自分の関心と、それから社会

の関心という、その重点的な、人間ができることは限度があります

し、こういった資料関係もほとんどが、役所の方が御自分たちの業

務としてやっていらっしゃる。それに対して、我々はというか、私

は、何かサジェスチョンがあるのかなというぐらいな位置づけなん

ですね。 

 だから今、小委員会とおっしゃいますけど、時間を使って、では

夜中にやりましょうかとか、夜にやりましょうかと、それは都合が

つく限り参加したいというふうには思っていますし、中途でぽつん

ぽつんと入っても全体の流れが見えない。それに対して、例えば月

に３回ぐらいとか４回ぐらいやるとなれば、相当なボリュームにな

りますよね。その相当なボリュームに対しても、榎本が考えるに、

範疇を超えているということで、専業としてやるのであれば、それ

なりの覚悟を持ってやりますよ。でも、専業じゃないとしたら、そ

れはボリュームを超えているというふうに今、会議をしていて、皆

さんの発言をお聞きしているところです。 

 何というか、やらなければいけないからやろうか、だけど、レジ

ュメを読み込んでいるかといったら、僕は正直に、読み込んでいま

せんというのは、自分の今やっていることの中で、位置づけがちょ

っと違うと、勝手な言い方をしているけれども、では、小金井市全

体のことを考えたら、社会教育がどうのこうのというふうなことを

言うと、ちょっとずれるんですね、どうしても。 

 私自身も来週、運動会をやらなくてはいけない。去年、初めて交
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通安全教室を運動会に入れようと、ちょっと違和感はあったんだけ

ど、結果的には、皆さん喜んでくれた。ところが、今年は都合で１

１月初旬になったので、いつもと日にちが違うんですけど、同じよ

うに警察にお願いしたら、警察は１１月１日から、例の自転車問題

で忙しいからと思うんですよ。理由は言ってくれないけど、派遣で

きないということなんですけど、考えてみたら、市民の意識という

んですか、それを上げようと。皆さん口では、あれはおかしいよね、

これはおかしいよねと言いながら、では自分が口に出したり、行動

したりするかといったら、それは別の問題なんですね。だとすれば、

今回なんかもそういうふうに思うんですね、場所がないとか。 

 だから今回、運動会は結構削減されるんです、時間的にも、場所

的にも。そういうことは、全体の中で言うと、仕方ないことだと思

うんですけれども、やらなくてはいけないというのと、何というか、

時間とか予定の関係でやらなくてはいけないというのと、やるべき

だというのと、全く観点が違ってくるんですね。そういう意味で言

うと、小委員会も別に反対はしませんけど、では自分の空いた時間

に、皆さんそれぞれの時間があるので、空いた時間にそれをやると

かはいいのね。ではどうすればいいかといったら、今、ふと思った

んですけど、それこそ今、リモートが入っていますので、議論とか

連絡するのはリモートでやってもいいような気がしますよね。今日

は会議をやります、何時から、では携帯、スマホを開けてください

と言って、スマホで会議をする。世間はみんなそうやっていますか

ら。 

 

笹井議長    こういう会議もということですね。 

 

榎本委員    そうそう、やらないと、小委員会とかね。顔を合わせて議論する

のも非常に大切なことで、文書で回しても、それこそ読んだり読ま

なかったり、一番大きなのは、ニュアンスが伝わらないということ

だと思います。であれば、ほんの１時間だったら１時間と時間を決

めて、何時からやりますから、皆さん携帯を開けてください、スマ

ホを開けてくださいとやって、どんと置いて、自分の仕事は仕事で

やりながら、聞きながら、でも、情報が入ることは間違いないので、

そうすると、わざわざ時間を決めて集まる必要もないし、出先でも

できると思います。そういったことを予定に入れれば、それはそれ
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で効果はあるのかなと思います。だから、時間制限のあることにつ

いて、みんなで集まってやるべきだというのではなくて、今みたい

な小委員会に出る人は、逆に言ったら、自分の関心のあること。 

 それで一番お願いしたいことは、そういうことをやるときに、こ

の間、お話が出ていたように、こんなに目標をどんと机に置かれて

も、それは絶対入ってこない。だから、何を今やるべきかというこ

とを、もっとピンポイントで議題に上げるべきじゃないかなという

ふうに思います。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 では、北澤さん、どうぞ。 

 

北澤委員    北澤です。自主勉強会等々をやって、ちょっと私も都合がなかな

かつかなくて、参加ができないので申し訳ないんですけれども、や

っていただくことは相応に必要なことだと思っていますし、ただ、

やはりこれは、小金井市が持っている会議というか、委員会という

か、そういったものであるので、基本的には、何のための事務局な

のかなというところもあるので、別に、集まって勉強するところに

ついては全然構わないんですけれども、それをこの場の会議に出す

に当たっては、それはしっかりと事務局がいるわけなので、事務局

のきちんとした仕切りを経て、出していただきたいなと。 

 どうしても、私も知識量の差がすごくあるので、そこのところで、

読み込んでいないのかと言われてしまうと、そもそもそういう役割

なのかなというところもありますし、だからこそ、私は勉強会があ

ればなるべく参加したいなと思っていますけれども、そこのところ

をきちんと交通整理した中で、進めていっていただけたらなと思っ

ております。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 では、ここからは、先にどうぞ。 

 

金澤委員    金澤です。皆様お一人お一人の意見を伺わせていただいて、同じ

思いだなという箇所もたくさんありました。この会議は、もともと

友達だった人たちが思いを同じにしてつくる会というのとはちょ
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っと違っていると思うのです。選抜された皆様ですので、皆様のバ

ックグラウンドですとか、現在お持ちの責務、ここではおっしゃら

ないと思いますけれども、それぞれの責務がきっとおありだと思う

のです。 

 皆さまそれぞれの貴重な時間を使っておられまして、その中で、

小委員会ということなんですが、私も参加は本当にしたいと思って

おります。私のことも皆さん知らないと思いますけれども、私も勉

強したいと思っているのですが、なかなかに本当に時間の捻出が大

変に難しい部分もありまして、ですので、送っていただいた議事録

を拝見したりとか、お勉強を進めております。ですので、反対とか

賛成というよりは、どなたかおっしゃったかと思いますが、「心一

つ」に、そして、楽しい議論で、こんなことをやれたらきっと小金

井市のためになる！というような形の部分も少しあったらいいの

かなというふうに、思いました。楽しい気持ちで、皆様の御意見も、

小委員会を設置するか否かというだけの議論ではなくて、なるほど

こういうことがあるんだなとか、そういうお話も伺えたらいいかな

と思ったりいたしましたので、小委員会については、そういう意見

です。 

 まとまっていないかもしれませんけれども、引き続き、明るく楽

しくやりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 私の、皆さんの最大公約数的な受け止めなんですけど、勉強会を

やることは非常にいいことだし、公式の会議の場でも、勉強したこ

とが役立つのではないかということですね。 

 だから、自由に、お互いが何を考えているか意見を言って、特に

結論は出さないで、お互いを理解して、よりよい御意見になるよう

に、お互いが高め合うみたいな、そういう形の勉強会ならいいので

はないかと。 

 実際の文書にするような提言というのは、むしろ小委員会、本当

の公式のほうでつくってもらったほうがいいんじゃないかという

ような意見として受け止めましたけれども、それでよろしいですか。 

 

金澤委員    はい。 
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國分委員    國分です。実際に、小林さんを中心に、そういう勉強会は今して

いるわけで、だから、それはそれでいいんですけど、事務局との連

携というのを、どうするような形ですか。 

 

笹井議長    分かりました。それを坂野さんは、議長、副議長は入れよという

ような、それで連携しろよという御趣旨だと私は思っているので。 

 

國分委員    もちろんそうすれば、自然にうまくいくと思います。 

 

笹井議長    そうですね。分かりました。 

 坂野さん。 

 

坂野委員    先ほどから、読み込みましたかと私が言ったものですから、何だ

それはと言われるので、その部分を、ちょっと２分いただいて御説

明します。 

 多分、今現在、提言書をお持ちであると思いますが、後で発言記

録を見てください。幾つか具体的にあります。 

 ここの項目２に目的が書いてあります。これは団体の自立のため

の補助金交付と書いてあるんですが、現在は自立以外に継続的存続

維持の目的に補助金を出す必要もあるんじゃないですかというこ

とです。ここら辺の論議になりますと、１０人のメンバーの中で私

と笹井さんは小金井の市民団体に関わっていませんのでむしろ皆

さん方の意見を聞きたい、集めたいんです。自立じゃなくて継続、

つまり金がないと継続できないケースにも、ということですね。 

 それから、ちょっと飛ばします。重要な点だけ言います。 

 次の３番の中で、資料としてこういうものを出せというのがあっ

て、会計決算書、それから、会報を出せとあるんですね。会計決算

書で損益計算書と貸借対照表、そんなものが要りますか、今の時代

に。会報は、今はホームページがありそれで足りるでしょう。そう

いう改正をしないと、若い人がそれこそ、加わろうと思っても加わ

れないということですね。 

 それから、４番目、年間１事業と書いてあります。今、榎本さん

がおっしゃったような会合やセミナーを断続的にＺｏｏｍ開催で

オンラインでやる場合は、事業をどうやって数えるべきなのか、補
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助金でそのオンラインの費用をカバーしたらまずいのかという話

です。 

 それから、５番目、例の抽せんです。これは非常に便利な手法で、

私はこれを逆手に取って、もっと補助金申請を出してくれ、決める

のは我々じゃない、抽せんだと言うことでもって、補助金制度に関

心を持ってもらうということができるかと思います。 

 それから、７番のところで、申請を不採用とした場合、その団体

に対して不採用の理由について説明するには情報が物すごく多く

必要です。これは一体何を言っているのか、議論したいということ

です。もちろん、抽せんで漏れたなら簡単です。でも、それ以前の

不採用を言っているようなんですが、一体何を言っているのか。こ

れは、根拠となる情報の取得方法も非常に難しい問題で、そこら辺

を皆さんの実際の体験からお聞きしたい。 

 最後、１点です。社会教育委員の会議で補助金の交付を申請する

に当たって、必要な提出資料は何かを書いておかないと、みんなの

気分次第で、この団体、これはいいや、これは悪いやとやってしま

ったら、それこそ恣意的になる。そのようなことが皆さんの実際所

属されている団体から見て、お分かりですか。それは読み込まれた

ら、すぐに気づく検討点だと思います。私は自分が小金井市内の団

体には所属していませんので、御意見を聞きながら改訂の討議をし

たい、そうすると結構時間を取ると思いますのでもう読み込んでい

ますかということを言ったわけです。 

 ちょっと２分過ぎましたけれども、申しわけございません。以上

でございます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 

小林委員    小林です。ただ、これも勉強ですよね。学び合いですよね。自分

は団体に属していないから意見を聞きたいということもあれなの

で、まずは情報交換して、それぞれの知識というか、足りないとこ

ろを埋めていくというか、そういう形でちょっとみんなで、それぞ

れの団体での多分、今の課題観みたいなものを、例えば今度は伊藤

さんが、自分のＰＴＡとかそういう絡みの課題観を話したいとか、

榎本さんだったら、スポーツ関連だと今こういう課題があるんだと

いうことをやって、みんなでやっていくと、多分、今の課題観とい



 

 -１９- 

うのが共有できて、次の第５次にもつながるんじゃないかと私はか

すかに期待している部分もございますので、そういう意味で、楽し

く勉強していったらいいんじゃないかというところもあるかなと

思います。 

 

笹井議長    今、小林委員がまとめられて、そんな形で、ただし、参加を強制

するものではない。 

 

小林委員    そうですね、お忙しい……。 

 

笹井議長    という形でということで、榎本委員、よろしいですか。 

 

榎本委員    はい。 

 

小林委員    全部、Ｚｏｏｍでやっていますから。 

 

笹井議長    Ｚｏｏｍでやりましょう。 

 

小林委員    Ｚｏｏｍでやっていますから、スマホでできます。 

 

榎本委員    それはいいと思いますよ、Ｚｏｏｍでやるのはね。何で集まらな

くてはいけないのと……。 

 

笹井議長    ごめんなさい、Ｚｏｏｍで。 

 

國分委員    やるのならＺｏｏｍでしょう。 

 

小林委員    ああ、そうか。 

 

國分委員    行っていないんじゃないですか。 

 

小林委員    一応、毎回送っているんですけど、ＺｏｏｍのＵＲＬを。またち

ょっと連絡先を、すみません。 

 

榎本委員    はい。 
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笹井議長    では、あまり議論が長引いてもいけないので、そんな形で、では、

小林さんに一応まとめ役をやっていただいていますけれども、こん

な形でやりますというのを、ちょっとメールで流していただいてと

いうことで……。 

 

小林委員    もしメールが行っていない方がいたら、小林まで御連絡ください。

ひょっとしたら、パソコンから送っているので、届かないことがち

ょっとあるかもしれませんので、迷惑メールがあるので、よろしく

お願いします。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 どうぞ。 

 

三浦生涯学習課長 事務局です。今、どんな整理になっていますか。議論を伺って

いましたけれども、２番については、補助金の提言の見直しについ

て、皆さん勉強会の中のテーマにされるということですね。 

 

笹井議長    そうです。 

 

三浦生涯学習課長 引き続き協議ということでよろしいでしょうか。 

 

笹井議長    そうです。勉強するということですね。 

 

三浦生涯学習課長 分かりました。ありがとうございます。 

 

小林委員    これは自主勉強という……。 

 

笹井議長    これは自主的な勉強会で、できるだけ出ていただくにせよ……。 

 

三浦生涯学習課長 ディスカッションして。 

 

笹井議長    また、私が言うのも変ですけれども、坂野さんがおっしゃるよう

な提言書を読み込んでいただくのと、あとは自由に意見交換して、

むしろ実践現場の話を聞きたいという、私もそういう気持ちがあり
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ますので、それぞれの話を聞いて、それを計画の見直しに結びつけ

ていこうということになっています。 

 

三浦生涯学習課長 分かりました。では、皆さんのほうにもう一度、過去の提言書

のほうを資料として提供したほうがよろしいですか。お持ちですか。 

 

伊藤委員    大丈夫です。 

 

三浦生涯学習課長 お持ちですか。 

 

國分委員    いや、もう一度……。 

 

笹井議長    もう一度、送っていただければと思います。 

 

三浦生涯学習課長 分かりました。 

 

笹井議長    あったとしても、送っていただければ。 

 

三浦生涯学習課長 はい。ありがとうございます。 

 

笹井議長    それでは、次の議題ですけれども、３番目の第５次小金井市生涯

学習推進計画策定について、事務局のほうから御説明をお願いいた

します。 

 

倉澤生涯学習係長 事務局より御説明いたします。資料２を御覧ください。こちら

は令和７年度の第５次小金井市生涯学習推進計画の策定スケジュ

ール（案）をお配りしております。 

 計画策定は、策定支援委託ということで、来年度はコンサルティ

ング業者の方にも参加していただき、策定を進めていく予定です。

来年度早々に契約いたしまして、早ければ５月の会議から、コンサ

ルティング会社の方にも参加していただきます。 

 主な流れはこういった感じなんですけれども、支援委託の業者の

方にお願いする主な内容としましては、まず、現状把握と課題の整

理ということで、小金井市、本市全体の世論調査ですとか各種計画

等の関連の資料を基に、現状の分析や把握を行っていただきます。 
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 あと、基礎データの収集、調査、分析等をやっていただいて、あ

とは第４次、現在の計画の現状把握と評価を行うとともに、小金井

市が抱える課題等について分析を行っていただく予定です。それは

年度初期のほうで行っていただきます。 

 あとは、御説明のとおり、各関連の会議に参加もしていただきま

す。会議に先立つ打合せとかに参加していただいて、視覚的に分か

りやすい資料等も作っていただく予定です。また、会議録について

も、分かりやすく取りまとめて、次回の会議に提出して検討してい

ただく予定です。 

 またパブリックコメントを行う予定なんですが、そちらに対する

助言ですとか分析等も、業者の方と一緒に進めていきます。 

 最終的に、現在、皆さんにお配りしている第４次の冊子の第５次

版、そちらのほうを策定するというところが一応、来年度のスケジ

ュールとなっております。 

 こちらに小委員会も、特にまだ設けていないんですが、進捗状況

により、作業部会という位置づけの小委員会を、これは５年前の例

なんですけど、５回程度開催する予定となっております。 

 補足ですけど、社会教育委員の会議の１段下に書いてあります、

生涯学習推進検討委員会と申しますのは、市の部長職で組織すして

おります検討委員会で、中間の進捗状況と、あと、最終のときに会

議を行って、確認させていただくという形で進めさせていただきま

す。 

 一応、案でありますが、こういった形で進めさせていただきます

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

 

坂野委員    質問があります。 

 

笹井議長    どうぞ。 

 

坂野委員    今の御説明に対して、１つ質問がありまして、コンサルティング

会社に対して、社会教育委員が質問する、あるいは要望を伝える、

あるいは全体を含めて確認する、そういうふうな場はございますで

しょうか。 
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三浦生涯学習課長 コンサルティングが、決定前ということですか。 

 

坂野委員    そうじゃない。初期の、かなり早い段階で、我々がコンサルティ

ング会社に説明を聞く、あるいは、こちらから要望することができ

る、そういう機会はありますか。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。一般的な例で申し上げますと、資料２に基

づいて御説明をいたします。４月ぐらいには予算が通って、年度執

行が可能になる形になりますが、そこから大体、契約するのに１か

月から１か月半ぐらいかかるかなと思ってございます。第１回目の

会議には、コンサルティング会社に同席をさせますので、その段階

であれば、このような点を調べてほしいというところは、委員の皆

様から御意見をいただくことは可能だと思います。 

 以上です。 

 

坂野委員    分かりました。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 先ほどのは坂野委員で、これから発言するのは小林委員で。 

 

小林委員    小林でございます。生涯学習推進検討委員会というのは、これは

あれですか、進捗の確認ということなので、市長部局のほうは、何

か検討しているという前提で共有しているということですか、これ

は共有のタイミングというのは。要するに、市長部局が社会教育の

ことに関して、どういう形で加わるかとかそういったのは。 

 

坂野委員    議長か生涯学習部長。 

 

小林委員    うん。これ１回だけだと多分、調整もくそもないと思うんですけ

ど、事前に根回ししたりとかはされるんでしょうか。要は、市長部

局が持ってきたものをそのままぽんと受けてしまうと、社会教育全

体の計画の中には入っているのに、整合性が取れないとか、もう少

しこういうバイアスをかけて、社会教育をバイアスをかけてやって

ほしいなというところの調整とか、そういうところは行われるんで

しょうか。 
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三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。生涯学習検討委員会につきましては、先ほ

ども御説明いたしましたとおり、内部の委員会ということになって

ございます。現在、プロットしているのは２回でございますけれど

も、生涯学習検討委員会は部長職の会議なんですね。毎週１回程度

は集まってございますので、もし臨時の必要があれば、回数を増や

すことは可能だというふうに考えます。 

 一方で、内容でございますけれども、こちらで検討していること

の進捗状況を各部長職の皆様にもお伝えをさせていただいて、他方、

市長部局のほうで別の計画が進行している場合があるので、そこと

の整合はどうなっているんだとか、そういうところの御質問を受け

て、調整を図っていきたいというところを実施するための会議とい

う認識でございます。 

 

小林委員    小林です。それはこちらにも、全体に、進捗にいわゆる邪魔をし

ない程度に、ある程度、こういうものが進んでいるとか、例えば子

育て支援課とか、子供に関係する話とか、福祉のほうですと高齢者

に関する施策とか、その辺がどうなっているかというのも、ある程

度、御報告いただけるようなものだというふうに期待していていい

んでしょうか。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。なかなかリアルタイムとなると難しいかも

しれないですが、可能な限りで情報提供はしてまいりたいと考えて

ございます。 

 以上です。 

 

小林委員    ありがとうございます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 ほかにどうでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

小林委員    あと、すみません。要望として、今も坂野さんからありましたけ

れども、コンサルの方に会議に同席していただくだけだと、恐らく

なんですけど、断片的にしか分からないのではないかと。例えばな

んですけど、それぞれの課題観をまとめたメモみたいなものをみん
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なで持って、集まって、それを読み込んでいただくとか、要するに、

会議でリアルタイムで聞いているだけだと、なかなかコンサルの方

と我々との課題観、どうしていこうとか、これからやっていくのに、

共有がすごく難しいのではないかと思っていまして、例えば契約上

とか、予算の関係とか時間の関係で、これしかできないということ

であれば、それを補完するための工夫をぜひ御検討いただければと

いうふうに思っております。 

 例えば、我々の課題観、メモを、まとめなくてもいいから、それ

ぞれ出して、読み込んでいただくと。要するに、それぞれ現場でや

っていらっしゃる皆さんの課題観をちゃんと読み込んだ上で、そう

いうものをつくっていかないといけないのではないかというとこ

ろもちょっとありまして、そこを補完する工夫をしていただければ

助かります。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 実のところ、ちょっとそれをやろうかなと思っていまして、課題

を出してもらって、議論は、そのコンサルも聞いていると思うんで

すけれども、それぞれで思いがあるわけですよね。小金井に対する

思いがあるので、それを、目標とかテーマとかコンセプトから始ま

って、こういう取組を望まれているんだということで、一応、お一

人お一人の委員の皆さんの御意見として書いていただいて、それを

まとめるか、あるいはそのままかはちょっと別にしても、それを会

議全体の場で共有しつつも、コンサルに投げてみようかなというふ

うに議長としては考えているところなんですが、タイミングを見て、

それをやりたいと思いますので。 

 

小林委員    ありがとうございます。 

 

笹井議長    それでは、次の（４）東京都市町村……。 

 どうぞ、坂野さん。 

 

坂野委員    議長、その前にちょっと一言、言わせてください。 

 前回、途中になったんですけれども、前回の資料２、第４次小金

井市生涯学習推進計画の評価についてというものが直前に来て、読
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み込んで、まだ質問もできる前に、会議になってしまったので、そ

れを読み込み続けました。 

 それで、第５次について参考になるものがありますので、私とし

てまとめて、それで、ここで披露して、参考にしていただければと

思います。４点あります。 

 そもそもなんですが、この評価表が法律に基づいて作られるもの

だということを、三浦課長から教えていただきました。使われ方は、

教育委員会が市議会に提出する評価報告書であるということも分

かりました。それを、社会教育委員が何をやるかということですが、

私の考えでは、生涯学習計画の目標がはっきり明確に記されている

かどうかということだと思います。 

 ところが、生涯学習計画は、私、何度も言うように、欠陥があり

ます。日本語になっていない箇所がありますし、ひどいのは、中学

レベルの教科書で見比べると、間違っているという記載のもありま

す。それで、事務局の作られた今回の評価報告書をもう一度読み直

しまして、今日の資料一番最後の教育施策というもの、これは一枚

物をつけていただきました。 

 これは前回配っていただいた評価表以外に、事務局の判断で、社

会教育委員会がかかわらずに作っているので、第４次計画がつくら

れた直後に作られたものです。これは第４次計画の中の施策の方向

性に関する文言なんですが、こちらのほうは２ページあると思いま

すけれども、日本語になっています。要するに事務局で書き直して

いるんですね。かつ、書き加えたものがあります。これは４次計画

と比べていただければ分かります。 

 第５次のほうで参考になるものは、この中でそれでも漏れている

ものがあり、それを明確に第５次でうたいたいということです。具

体的に言いますと、行政の中での連携です。行政間の連携です。こ

れが完全に漏れています。評価報告書表からも漏れています。連携

をやっているかどうかは別問題ですが。それをぜひ第５次計画の中

に書き加えたい。これについては、後で、その他の社会教育施設の

在り方のところで、ちょっと具体的にお話ししたいと思います。 

 ２点目が、第４次の計画も間違っているんですが、極めて非論理

的なものがあります。それをそのまま受け継いで書かれているんで

すが、これは事務局のほうで直していただきたかったということで、

具体的に申します。 
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 前回、配られたものの３ページのところに、施策の方向性１、誰

もが生涯学習に親しむ環境づくり、この中で、指標というものがあ

ります。３つリストアップされているんですが、３番目の公民館が

主催する講座数、これは分かります。公民館が主催する講座数が１

２４から１３９に増えました。これは環境づくりができているんで

す。ところが、問題は１つ上です。図書館の貸出冊数、これは環境

づくりの結果であって、関係ありません。こういう非論理的なもの

がほかにもあるんですけれども、これを変えていただきたい。図書

館は、内田館長のほうでいろいろなことをやっておられまして、開

館時間を延長する、電子図書館では小平市とで連携する、市民需要

を優先する、柱に図書館原則を貼ってもいます。すばらしいことを

やっているんですが、そういうものがばらばらに入っているんです

ね。環境づくりでまとめて書いたほうが分かりやすいと思いますの

で、まとまるような形で、第５次計画書をつくっていきたいという

ことです。 

 それから、３つ目が、これは前回ありました、各事業ごとに、大

きな表、横の表ですけれども、前回申しましたけれども、そこの中

から、ヒト・モノ・カネ・情報、足りないものはこういうものがあ

って、それを生涯学習課のほうで解決したと。これを評価の中に加

えていただきたく、これこそまさに評価だと思いますので、そうい

う形で、そもそも質問表を改定して、加えていただきたい。それを

第５次のところでも書きたいと思います。 

 最後に、評価の話です。Ａ、Ｂ、Ｃで、これは伊藤さんの話にも

ありましたけど、ＡとＢが多過ぎる。継続が多過ぎるんですね。こ

れを前にも申し上げましたが、私は４年間で４回、評点をつける側

に回って１回目には伊藤さんのおっしゃるとおり、Ａ、Ｂが多くさ

らには目標を大きく上回ったときのＳという、スーパーかスーペリ

アかという評点があり、ＳとＡが多過ぎて文句を言ったんですが、

結局、説得されたんです。その理由は民間と違って、行政はやはり

業務を継続するのが一番なんですね。民間は違います。最近の例で

は、トヨタ自動車は利益を伸ばして評価されているけれども、御存

じのとおり、型式の認証試験で不正があってルールの継続を行って

いないんです。行政はそれとは違うんですね。 

 ここでお願いというか、今後の対応なんですが、行政において、

評価ランクのつけ方はこうであるというものを明確に書いたほう
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がいいだろうということです。前回、評価表を公表されますかとお

尋ねし公表されますということで公表されている状況を確認して

みると、前回の表で２ページ目に、評価基準というのが書いてあり

ますが、これを読んで、不十分だと思います。これをしっかり書い

て、行政は民間と違って、現状維持というのが非常に重要な評価標

基準であると第５次計画の中で目標を明確に立ててその評価基準

というのを明確にするという方向で、第５次の計画をつくっていけ

ばいいのかなというふうに思いました。 

 以上、第５次の参考になるためと思って一応、申し上げました。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 貴重な御指摘かなと思って話を聞いておりましたけれども、これ

から第５次の計画をつくるということで、今の問題提起というか、

論点というか、それを含めて、皆さんに考えていただいて、いろい

ろな知恵を出していっていただきたいなと思います。 

 つくり方の問題もあると思うんですけど、構造の問題とかいろい

ろありますので、その辺はまた、運営する側でもちょっと考えて、

じっくりつくっていきたいなと思っております。 

 そのほかに、このテーマについて、３番目の事項については、何

かございますか。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは、次の４番目の議題ですけれども、東京都市町村社会教

育委員連絡協議会第５ブロック研修会についてであります。 

 事務局からお願いいたします。 

 

倉澤生涯学習係長 御説明いたします。こちらは、締切りが１０月初旬だったため、

皆様に事前にメールで御連絡し、出欠をいただいております。念の

ため、この場で出席の方の確認をさせていただきます。出席の御返

信をいただいている方は、伊藤委員、榎本委員、金澤委員、小林委

員、坂野委員、以上でお間違いないでしょうか。 

 ありがとうございます。では、当日、１１月１６日、土曜日、午

後１時３０分から、受付は１時から始まって、ルミエール府中にて

開催されますので、参加される皆さんは直接会場へお越しください。 

 事務局からは以上です。 
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笹井議長    ということで、今の御説明につきまして、何か御不明な点とかあ

りましたら。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 ５番目、その他ということで、委員の皆さんから何かありますで

しょうか。 

 坂野委員。 

 

坂野委員    坂野でございます。前回も少し申し上げたのですが、社会教育施

設の在り方で、一つ提言と、それと、梅原部長へのお願いがありま

す。 

 前回申し上げましたように、今、市長部局で、公共施設在り方検

討委員会というのが進んでおります。具体的に今、申し上げますが、

懸念点があります。 

 社会教育施設は対象に入っているんですが、社会教育系施設とい

うくくりの一部として扱われています。具体的には、はけの森美術

館、環境楽習館と一緒になっています。御存じの方はお分かりだと

思いますけどこれらは違いますね。それを一緒に議論されて統合、

廃止とかいう議論になるんでしょうけれども、非常に困った方向に

進む可能性がありますので、これを明確に分けて議論願いたいたい

と思うんです。 

 第１回目を傍聴したんですが、Ａ３の表で２０枚ぐらいにＡ４の

表を加えて併せて３０ページぐらいの資料が提出され、それを見て

みていていろいろある中で、１つ、正直ぞっとしたものがあります。

それは、埼玉県志木市の例として、学校プラス図書館、公民館、で

統合したと簡単にそれだけ書いてある表です。来月から市民のワー

クショップを始めるということなんですけれども、その中でこれを

無批判で受け入れられると、社会教育としては多大な支障が生じま

す。これを何とかして防ぎたいと思います。今は時間とって御説明

しませんけど、図書館が学校と一緒になったら大変な不利益を被り

ます。図書館側にです。そういうふうな議論が、その委員会の会議

の場に出てこないまま、どんどんワークショップが進んでしまうと、

委員会自体がそれをはねつけるだけの力があるのかということで

す。 

        また、施設の有料化もまだ始まったばかりですが進めていってい
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ます。今後の議論は分かりませんけれども、単に受益者負担という

方向でいくと、教育の観点が入って考慮してくれるだろうかと。今、

公民館のほうで進めている論議のような、例外的にこれは無料だと

かいう発想にうまくつながるだろうか、縦割り行政でばらばらに進

むんじゃないだろうか、という懸念があります。 

 このような観点はほかにもあるんですけれども、この１０人のメ

ンバーなんですが、学校教育については小・中学校長会の浅野校長、

第一小学校の校長が入っておられますので、まず論点不足はないか

なと思いますが、公民館、それから、図書館の職員の方はいません。

社会教育委員も当然いません。公募市民の方の中に小金井市の図書

館に勤めていますという一般の方という、職員でない方がいらっし

ゃいます。この方はどういう方か知らないんですけれども、その方

が図書館について意見を発表されているのを聞いて、明らかに足り

ないと思いますね。 

 そういうことで、梅原部長へのお願いです。この会議にオブザー

バーを置くことができます。小金井市公共施設在り方検討委員会設

置要綱がありまして、第６条、委員会の会議は、委員長が招集し、

委員長が議長となる。第３号、委員長は、必要に応じて、会議に委

員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 この条項に従って、少なくとも公民館、できれば社会教育委員を

１人、あるいは複数、オブザーバー参加するという手配をできない

かというのを、ちょっと正式に正面から聞いてみていただけません

か。私の言葉でオブザーバーと言っていますが、自ら発言すること

はできませんが、重要な点について議長が、どう思いますかという

ことは聞くことができるものです。例えば有料化でしたら、公民館

の方、意見はありますかと議長が問うことができる。 

 これをやっていただきたいということで、来月下旬に第２回目の

委員会があります。その前にちょっと動いていただいて、何らかの

形で、我々にできる、できないということをお教えいただければと

思います。 

 もしできなければ、私は別の考えで、市民私個人として動きます。

けれども現状、非常に危険な状態であり、ワークショップのほうで

市民全体として、そうだ、学校は図書館と一緒にしろというふうに

進んでしまうと、取り返しのつかないことになります。 

 これは私自身、経験があります。校舎を設計するときに、４０人
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のワークショップが、意見が集まってきました。Ａ３で４０枚ぐら

いありました。全部読みました。半分は参考になりますが、半分は

間違っていました。その後、１０人の委員会のほうで意見を言って、

一つ一つ潰していったんですけれども、これが確実でないと、委員

会、委員、市民ともども間違った方向のままに進んでしまいますの

で、それを早いうちに避けておきたいということでございます。 

 ２年間の会合のようですから、この委員会は、かなりアップテン

ポで今後進んでいくと思いますので、少なくとも、できれば来月の

ワークショップが始まる前に、誰か、公民館、社会教育委員から１

人、あるいは複数をオブザーバーとして送りたいということでござ

います。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 部長、どうぞ。 

 

梅原生涯学習部長 生涯学習部長です。坂野さんからお話がありました、公共施設

についての検討委員会、こちらについては我々も大変注目をしてお

ります。令和６年度、７年度にかけて、一定の取りまとめをしてい

くということになろうかと思いますが、今、お話がありました、市

民の方も入っていただいた検討委員会というのがあるのと同時に、

市役所の庁内に、公共施設マネジメントの担当がおりまして、我々、

施設を所管しております、例えば図書館ですとか、公民館ですとか、

こういった部署は、常に連携を取って情報共有しながらやっており

ますので、そこのところは続けてまいります。 

 今、検討委員会への社会教育委員さん、また、公民館の公運審と

か図書館協議会、その関係の方をお一人または複数、オブザーバー

として参加できないかというお話がありましたことについては、ま

ず、オブザーバーの取扱いとか、これは検討委員会で、所管の部署

のほうでいろいろ考えていることもあると思いますので、その辺を

まず確認をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 図書館長さんとか公民館長さんも、オブザーバーで入っていらっ
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しゃるんですか。 

 

梅原生涯学習部長 その検討委員会そのものには、別に入っていないです。 

 

國分委員    えーっ、おかしい、それはちょっと。 

 

小林委員    何か頭越しにやっている感じが。 

 

笹井議長    課長、どうぞ。 

 

三浦生涯学習課長 今、坂野委員がおっしゃったのは、市民の方を交えた市全体と

しての考え方をまとめていこうという委員会でございます。 

 一方で、事務方、公民館長、図書館長、私も含めてですけれども、

施設所管課長は、向こうの課長と個別にヒアリングを行ってまいり

ますので、いきなり急ハンドルを切るということは多分ないだろう

というふうには考えているところでございます。 

 ただ、御懸念のとおり、何かが動く前にというところは、坂野さ

んの気持ちもよく分かりますので、そこら辺は、我々とすると、少

しアンテナを高く張っていきたいなと思ってございます。 

 以上です。 

 

笹井議長    分かりました。 

 武蔵野プレイスを造って、武蔵野市は結構立派なものを造って、

この沿線の、小金井はちょっと置いておいて、今、国分寺が市役所

を移転するということで、跡地をどうするか、その施設の話がある

んですよね。公共施設、特に文化教育施設をどう造ろうかという話

があって、結構、この沿線でそういう話があって、公共施設マネジ

メント課というハードウエアを担当するところが、どんどん進めて

いっちゃうんですね。 

 我々教育とか、文化とか、ソフトなものだから、ソフトウエアの

意義というものが伝わらないまま進んでいっちゃうというケース

が、外から見ていると思うんです、ここで言ってはいけないかもし

れないけど、思うんですよね。だから、そういう懸念というのは、

坂野さんの気持ちはよく分かりますので、行政的なルールといいま

しょうか、その中で収まる形で、そういうことをやっていただけた
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らなというふうに思いますということです。 

 ほかの委員の皆さんから、感想とか何かありますか。どうぞ。 

 

榎本委員    小金井市は、ほかの市もそうだけど、何であんなに公共施設が少

ないの。 

   例えば、小金井の管轄じゃないけれども、小金井公園の中の多目 

的グラウンドで、見た目、野球できるようになっているんです。で

も、実態は全然できないんです。ダイヤモンドの組み方がある。一

回、提案したことがあるんですけれども、今、少年野球のチームは、

コーチがいっぱいいるわけです。それで、当番を決めて、草刈りぐ

らいするから、もうちょっと整備しませんかと。これは東京都の管

轄だから、小金井は関係ないといえばそうなんですけれども、どう

もあれは、あることが大事で、使えることが大事じゃない。ほかも

そうなんですよ。あることが大事で、できれば使ってほしくない。

使うと費用がかかるし、そうすると、ちょっと雨が降ると使えない。

使えない施設を造って、造ってあげた、ありがたく使えみたいな、

こういうイメージがあるんですよ。 

 実際に、上水公園も、欲しいというか、それはみんながやるとい

うことで、体育協会のほうも参加のチームというか、団体はいっぱ

いいるので、競争になるのは分かりますけど、でも、もうちょっと

あるんじゃないかなと。特に、東京都の管轄と言えばそれまでなん

だけど、あるから気になるので、あそこの多目的広場は、もうちょ

っと使いやすいというか、使い勝手のいいものに変われば、また違

うんじゃないかなというふうなことを思うんです。 

 ということを考えれば、前にも言ったんですけど、僕は知らない

から言えるということはあるんだけど、今の武蔵野プレイスの問題

もそうだけど、何で公民館と図書館が別個でなければいけないのと

か、思うわけですよ。もうちょっと範疇を広げたら、もっと使いや

すくなるんじゃないのと、経費も削減になるんじゃないのというふ

うなことを感じています。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 ということで、前向きに対応していただきたいと思いますが……。 
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三浦生涯学習課長 はい。どんな形ができるか、ちょっと相談してみます。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 ５番目のその他ですけど、そのほかに何かございますでしょうか。 

 では、どうぞ。 

 

倉澤生涯学習係長 事務局からよろしいでしょうか。資料４と資料５について、御

覧ください。確認までです。 

 まず、資料４、二十歳を祝う会でございます。日程は以前よりア

ナウンスしておりましたが、来年１月に、例年どおり開催いたしま

す。社会教育委員の皆様にも、来賓として、御都合がつけば参加し

ていただきたいと思っております。次回、１１月の会議で、参加い

ただける方を確認させていただきたいと思いますので、御検討いた

だければと思います。第１部、第２部、どちらかの参加ということ

も可能ですので、御検討いただければと思います。 

 続きまして、裏面の資料５を御覧ください。こちらは大変遅くな

りました。７月に参りました管外視察研修の報告のほう、前回お出

しできる状態にございませんでした。簡単ですが、取りまとめまし

たので、お目通しいただければと思います。 

 続けて、今後の予定について、日程を確認させていただきます。 

 

坂野委員    倉澤さん、ちょっと質問です。確認です。二十歳を祝う会につい

て、前回のとき、伊藤さんがおっしゃっていましたけれども、行っ

てみたら、いきなりひな壇に上げられてしまったということでした。

取りあえず、ドレスコードを教えていただきたい。 

 

倉澤生涯学習係長 ドレスコード……。 

 

伊藤委員    気軽に行ったらひな壇だったから、ちゃんとした服を着なくちゃ

ねと。 

 

小林委員    いわゆる平服と言われているレベルですよという感じでいいです

かね。 

 

笹井議長    黒い服じゃなくてもいいんでしょう。 
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國分委員    何も指定はなかったと思います。 

 

倉澤生涯学習係長 特に、黒と決まっているわけではございません。 

 

三浦生涯学習課長 特に指定はございませんけれども、一応、壇上に上がっていた

だく関係がございますので、できましたら、襟がついているお召し

物がよろしいんじゃないかなと思います。男性の方は、できればジ

ャケットをいただけるとありがたいです。 

 

坂野委員    坂野です。関連ですが、はがきで何か市長から来ていましたけれ

ども、桜を祝う記念会ということなんですけど……。 

 

三浦生涯学習課長 後で申し上げようと思っていたので……。 

 

坂野委員    あれもまさか、ひな壇に上げられることはないですよね。 

 

三浦生涯学習課長 ないです。後でその件は御説明いたします。 

 

倉澤生涯学習係長 すみません、失礼いたしました。 

 では、日程の確認です。次第の３番です。 

 まず、来週の２４、２５日と関東甲信越静研究大会、こちらは國

分委員と小林委員に御参加いただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 ２番につきまして、先ほど資料のほうで説明させていただいた都

市社連協のブロック研修会がございます。御参加される方、御協力

をお願いいたします。 

 ３番目です。次回の本会議でございます。１１月２２日、金曜日、

午前１０時からで、場所はいつものところに戻ります。市役所の８

階８０１会議室で行いますので、会場をお間違えないようにお願い

いたします。 

 事務局からは以上です。 

 

坂野委員    関連で、坂野です。今の今後の予定の１番ですけれども、國分さ

ん、小林さんへのお願いの形になるんですが、この研究大会で、ウ
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ェルビーイング、あるいは家庭教育について、何か話があるようで

あれば拾ってきていただきたいと思います。これも第５次計画を策

定する上で非常に参考になりますので、ぜひ積極的に拾っていただ

ければというお願いでございます。 

 以上です。 

 

笹井議長    どうですか、小林委員と國分委員。 

 

小林委員    ちょっと分科会がうまく当たればというところなので……。 

 

國分委員    今、ちょっと手元にないもので……。 

 

小林委員    ちょっと断片的なところで、ウェルビーイングと団体さんは言わ

なかったと思うんですね。ただ、何が幸せかみたいな話になってく

るじゃないですか。ウェルビーイング、充実した暮らしとか何とか、

究極的にはそこに行くという話も聞いていますので、どういった形

でいくのか。よくあるのは、人とつながったほうがいいとか、自分

の居場所があるとか、認められるとかという要素があるといいよね

みたいな話があるので、どういう形で答えられるかどうか分かりま

せんけれども、そういった事例が多分参考になると思うので、２日

目の分科会、あそこが多分、１日目はそんなにあれだと思うので、

２日目の分科会をそれぞれちょっと見てきて、それぞれ何か、小金

井市にちょっと足りなかったりとか、こういうことがあるといいん

じゃないかみたいなところは拾ってこられるかなと思います。 

 

國分委員    この前の年のとき、まさしくウェルビーイングという題のところ

に参加したんですけど、よく分からなかった。はっきりした話はで

きない。だからそういう、ちょっと望洋とした範囲の広い言葉にな

っちゃいますよね。 

 

小林委員    多分、そこを目指してみんなやっているので、どういうアプロー

チがあるかというのをちょっと考えるといいと思います。 

 

笹井議長    ということで、よろしくお願いいたします。 

 どうぞ。 
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三浦生涯学習課長 １点、日程の関係でございます。先ほど坂野委員から御発言が

ありましたとおり、本日、資料をお示しできず、大変申し訳ござい

ません。今年の１２月８日でございますけれども、小金井桜名勝指

定１００周年の記念式典を宮地楽器ホールで行うことになりまし

た。生涯学習部に所属されます附属機関の委員さんの皆様には全て

送ってございますので、御都合のつく方がいらっしゃいましたら、

ぜひ御出席をいただければと思ってございます。 

 当日は、午前が記念式典、午後はお祝いの会となってございます

ので、できれば午前中だけでもお時間をいただければ、大変ありが

たいと思ってございます。 

 出席は任意で結構でございます。 

 以上でございます。 

 

笹井議長    正式名称を何と今、おっしゃいましたか。 

 

三浦生涯学習課長 名勝小金井（サクラ）名勝指定１００周年記念式典です。 

 

笹井議長    分かりました。名勝は、名前に勝つという……。 

 

三浦生涯学習課長 名前に勝つです。 

 

笹井議長    分かりました。ありがとうございました。ということで……。 

 

國分委員    ９時半集合でしたか。 

 

三浦生涯学習課長 そうですね。１０時から始まりますので、９時半から受付です。 

 

小林委員    あれは前半と後半はどう違うんですか。 

 

三浦生涯学習課長 前半のほうは記念式典ですので、功績のあった方に表彰状をお

渡ししたり、そんなイベントをさせていただきます。後半につきま

しては、文化協会さんにお願いをいたしまして、市民の方々で、例

えばキッズダンスがあったりとか、そんなお祝いということですね。

催物というふうに書かせてもらっています。 



 

 -３８- 

 

國分委員    お琴の演奏とか、すごいのが出ます。私、文化協会のほうをやっ

ているので、ぜひ皆さん。 

 

三浦生涯学習課長 よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 では、そんなことで、よろしくお願いしたいと思います。 

 そのほか、何かございますでしょうか。 

 

三浦生涯学習課長 事務局からは特にございません。 

 

笹井議長    ないようでしたら、ちょっと早めですけれども、今日の会議はこ

れでお開きにしたいと思います。 

 皆さん、どうもありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


